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表紙
石川県立歴史博物館 （愛称：いしかわ赤レンガミュージアム）

　昭和 61 年の開館から 25 年以上が経過し、入館者の減少、展示の固定化、
建物の外壁や設備の老朽化等が課題であった。そこで、国指定重要文化財と
しての建物の魅力を活かしながら、親しみやすく利用しやすい施設となるよ
う、建物・設備・展示の全面的なリニューアル整備と外壁等の修繕を行った。

写真	 ほっとサロン（休憩所、写真中央）と歴史博物館第 1棟（写真右）
基本設計	 （株）廣瀬与志雄建築設計事務所
実施設計	 建築：（株）長村建築事務所
	 設備：（株）山岸設備設計事務所
	 展示：（株）丹青社
	 文化財建造物保存修理：（公財）文化財建造物保存技術協会


